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ている。「 -시（視）」の場合，総語彙数 279語のうち，18語（6.45％）で，この 2つの接尾語による派
生語が 4割以上を占めている。







⑸　부정적 이미지가 강했던 ‘민비’ 는 뮤지컬 ‘명성황후’ 를 통해 일제의 칼에 맞서 용감하게
싸운 국모로 재탄생（再誕生）했다.（중앙일보 20150720, 22면）
⑹　엘리엇은 또 불복해 대법원에 재항고（再抗告）했다 .（중앙일보 20150717, B3면）








































⑻　 a．상대 진영 대선 후보에게 종북 이미지를 덧씌우기 위해 죽은 전직 대통령을
‘부관참시（剖棺斬屍）’ 하고, 선거에서 이길 목적으로 국가 기밀까지 공개했
던 사람이 이제 와서 화합과 통합에 앞장서는 ‘대인배 코스프레’ 를 하는 것
은 너무 몰염치한 처사 아니냐는 성토였을 것이다.（중앙일보 20150526, 31면）
b．결국 ‘거부할 수 없을 정도의 무력행사（武力行使）를 한 게 아니니 더듬은
그 행위는 죄가 아니다’ 라는 판결이 나왔다.（중앙일보 20150526, 31면）
c．당시엔 배우를 ‘딴따라’ 로 생각하고 평가절하（平價切下）했지만 나에게 연기는
예술적 창조 행위로 보였다.（중앙일보 20150725, 12면）
d．심지어 초등학교 동창과 그 아들까지 안면몰수（顔面沒收）하고 두들겨 팬다.
（중앙일보 20140925, 34면）
e．부엌 한쪽에 쌓아 두었다가 원천징수（源泉徵收）하듯 차곡차곡 꺼내어 쓴
그을음이다（중앙일보 20150720, 28면）



























































































る。接頭語の「미 -（未 -）」・「반 -（半 -）」・「비 -（非 -）」などにより多くの派生語が考えられるが，
今回の調査ではそれが見られなかった。「비 -（非 -）」の場合，「비 -생산 -적（非 -生産 -的）」「비 -








b．몰 -상식（沒 -常識）하다（他 5語）
무 -의미（無 -意味）하다（他 19語）
부 -정확（不 -正確）하다（他 10語）
불 -가결（不 -可缺）하다（他 28語）










































































1音節 82 45 127
2音節 5,334 973 6,307
3音節 283 76 359
4音節 237 108 345
5音節 0 0 0
6音節 1 1 2
総語彙数 5,937 1,203 7,140
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6．終わりに
　本稿では，『デイリーコンサイス韓日辞典』（2009）の見出し語を対象に語彙調査を行ない，韓国語の
漢語動詞および漢語形容詞の語彙数は「7,140語」であることを提示した。これは辞書全体の語彙数の
約 15％に当たる。この数値は，使用語彙を中心に編まれた『デイリーコンサイス韓日辞典』（2009）の
分析から得られた結果であるが，1つの目安として提示できよう。
　1音節の漢語動詞や漢語形容詞は，語数は少ないが，頻度が低いとは限らない。3字漢語動詞や漢語
形容詞も，語数は 2字漢語動詞に比べ少ないが，接頭語と接尾語を用いての派生力，言い換えれば生産
性は高い。
　今回の語彙調査で，韓国語の漢語動詞および漢語形容詞の全体像が浮き彫りになった。従来部分的に
取り上げられていた 1字漢語動詞や 3字漢語動詞が全体の中でどれくらいの比重を占めているかも明ら
かになった。今回得られたデータを，見出し語の順番と音節ごとの 2種類に大別し，日本語との対応関
係を正の転移と負の転移に分けてデータベース化し，公開することは今後の課題にしたい。
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